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平成30年度第4回理事会議事録 
 

１．期 日  平成 30 年 7 月 7 日(土) 13 時 00 分から 17 時 00 分まで  

                          

２．会 場  弘前大学医学部附属病院中央診療棟地下 1 階症例検討室 

参加者 総数 参加率％
10 13 77%   

 

船水憲一 佐藤兼也 森脇公洋 福士正広 成田将崇 石倉牧人 川村匡敦 西村秀行

○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 

 

三浦隆司 澤橋政美 岩瀧昌善 小澤友昭 大湯和彦
監事

 
稲葉孝典 土佐鉄雄

○ ○ × ○ ○  ○ × 

 

 

船水憲一会長が議長を務め、議事録作成人に小澤友昭理事、議事録署名人に三浦隆司理事を指名、

理事会を開催した。 

 

３．内 容   

【報告 1】代表理事・業務執行理事業務執行報告 森脇副会長 

     別紙のように業務執行報告があった。 

 

【報告 2】３０年度定時総会について 船水会長 

（総会資料・総会運営委員会・選挙管理委員会・総会役員）の確認 

●定時総会に関して 

 理事がそろっていない等のクレーム 

総会出席者 56 名 

委任状 203 名 

定時総会・登記事項変更の届・電子申請・ホームページ 

     登記事項変更届に関し、6 月 28 日に伊藤司法書士が法務局に変更申請した。変更完了後

に謄本等一式送付される予定。ホームページの役員紹介については 6 月 23 日に定時総

会報告で実施。あわせて会の紹介の役員名簿の更新を行った。電子申請については 6 月

27 日に申請完了のメールが届いている。 
監事 稲葉 孝典 土佐 鉃雄 

会長 船水 憲一（代表理事） 

副会長 佐藤 兼也 森脇 公洋 

常務理事 福士 正広 成田 将崇 石倉 牧人 川村 匡敦 

（以上 業務執行理事） 

理事 西村 秀行 岩瀧 昌善 澤橋 政美 三浦 隆司 小澤 友昭 大湯 和彦 

 

【報告 3】県学術大会  

     参加者 81 名 

     実行委員長 佐藤副会長を軸としてスムーズな進行だった 

学術奨励賞は、投票の結果 

ASL 法における Multi PLD 青森県立中央病院 山内 良一 会員となった 
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     HP へ掲載し、来年度の学術大会での表彰することする。  

来年度の会場は八戸市での開催予定 

      

【報告 4】フレッシャーズセミナー  

15名の参加。リピーターもいた。非会員の参加は１回までの取り決めを行った。 

手洗いの実習は来年度も行う。受講生とディスカッションの場を設けてはどうかといっ

た意見があがった。開催準備の一元化 

 

【報告 5】７０周年記念式典  

48名の参加。滞りなく終了した。 

 

【報告 6】表彰について（叙勲・県褒章・本会表彰・JART 表彰） 

叙勲について 5 月 23 日に県担当者に郵送と電子データの送付。（工藤元副会長） 
県褒章について 6 月 22 日に県担当者に郵送。（福士元理事） 
JART 表彰について別紙 永年勤続表彰（50 年・30 年）対象者の推薦に関し承認された。 

  

【報告 7】放射線管理士分科会委員の推薦  

    機器管理士、線管理士の育成 

6 月 19 日に南保分科会会長から委員の確認依頼。これまでは森脇副会長が担当。30・
31 年度の委員について引き続き森脇副会長が担当することが承認された。 

 

【報告 8】弘前市 市民の健康まつり（配付物）進捗状況  

今回は弘大スタッフメインの実行委員で対応したが、次回からは各施設の会員にも声をか

けて実行委員を募ってはどうかと成田理事から提案があった。船水会長より、来客の対応

に関し、統一した対応で行うこととの指示があった。 

 

【報告 9】被ばく相談員の更新  

6 月 4 日に JART 事務局木村さんから被ばく相談員の名簿確認依頼。引き続き、森脇が担

当する旨、返答。（締め切り 6 月 29 日）青森県には被ばく相談員の資格認定を持った会

員がいないので、要請が必要。講習を受けて、認定試験を受験し合格すること。 
 

【報告 10】脳卒中に特化した放射線技師による研究会「MISSION-Tohoku」 

6 月 13 日にプログラムのホームページ掲載の依頼があり 6 月 22 日に掲載。 
 

【報告 11】青森県原子力防災訓練 第 1回調整会議  

6 月 7 日付で県から会議開催の連絡、県担当者に照会の上、工藤前監事の出席を 7 月 4 日

に県担当者に報告。 
 

【報告 12】青森県民公開講座「緩和力―心も身体も痛くないがん医療―」 

5 月 28 日付で青森県立中央病院から後援依頼。承諾書を 6 月 22 日に郵送。 
 

【報告 13】事務所改装  

特別会計の事務所維持積立金を使用し、トイレをウォシュレットに変更。収納棚設置。関

連して、県立ち入り検査で指摘された金庫の設置に向けて、当該積立金を活用することを

承認した。その他事務所の維持に必要な物品を購入したのち、今年度中に残金を一般会計

に繰り入れし、当該特別会計の閉鎖をすることとした。 

 

【報告 14】日本診療放射線技師会第 79 回代議員総会 船水会長 
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【報告 15】ＭＩＳＴ  

実行委員はまだ選考できておらず早急に選定する旨、川村理事から報告があった。 

 

【報告 16】中間監査の日程  

    第一希望日として 11 月 18 日で行うことを柳谷公認会計事務所に打診することとした。 

11 月 3 日第 8 回東北医療放射線技術学術大会 
11 月 10 日青森県原子力防災訓練 
11 月 23 日 24 日 特になし 
12 月 1 日 第 6 回青森県 CT 研究会 

 

【報告 18】法人市民税減免承認 稲葉監事 

     5 月 25 日付で青森市から減免通知があった。 

 

【報告 19】その他 

     第 20 回東ディジタル医用画像研究会 100 名参加 

     第 56 回東北循環器撮影研究会 参加者 60 名 

第 1回医療画像情報精度管理士セミナー（秋田）は参加者が確保され、開催が決定した 

「八戸＆青森ピンクリボンプロジェクト 2018」開催に関する後援・名義使用依頼 

技師会へのアンケート 

故工藤英典会員へのご案内 

県学術大会時のアンケートにて、一般撮影とマンモの勉強会の要望が挙がった。 

接遇マナーを含めた撮影法の勉強会の企画をする旨、会長から報告があった。 

 

【議案１】新入会員の承認 福士理事 

福士理事より 3名の入会及び 2 名の転入申請の報告があり、入会を承認した。 

 

【議案 2】その他 

    平成 30 年度診療報酬改定の検証調査 

本部よりアンケート依頼が来ており、県内施設にアンケートをお願いする旨船水会長から

報告があり、承認された。 

   

  

  以上 

 

 

本書は議事録に相違ない。 

 

平成 30 年 7 月 15 日 

 

青森市安方二丁目 17 番 15－802 号 

ライオンズマンション新町通 

公益社団法人 青森県診療放射線技師会 

 

 

議事録作成人  小 澤 友 昭 

 

議事録署名人  三 浦 隆 司 
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代表理事  船 水 憲 一 

 

監事  稲 葉 孝 典 

 

監事  土 佐 鉄 雄 

 


